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■「
食
べ
る
支
援
・
動
く
支
援
・
生
き
る
支
援
」

を
ト
ー
タ
ル
に
評
価
し
、
効
果
的
な
支
援
を

立
案
す
る
こ
と
が
重
要
！

　

現
在
、
全
国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
80
代
以
上
と
な
っ

て
い
る
事
実
が
あ
り
、
以
前
の
よ
う
な
「
も

う
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
徴

的
な
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に
実
に
様
々
な
病

気
や
障
害
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
経
過

と
し
て
は
、「
低
栄
養
・
脱
水
」
か
ら
「
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
（
サ
ル
コ
＝
筋
肉
、
ぺ
ニ
ア
＝
減

少
）」
へ
、
そ
し
て
「
フ
レ
イ
ル
（
精
神
的
・

身
体
的
・
社
会
的
虚
弱
）」
へ
と
進
ん
で
い
る

事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

人
生
の
ス
パ
ン
で
は
、
40
歳
頃
か
ら
の

「
生
活
習
慣
病
」、
50
歳
頃
か
ら
の
「
廃
用

症
候
群
」、75
歳
頃
か
ら
の
「
老
年
症
候
群
」

な
ど
の
病
気
や
障
害
で
す
。
特
に
、
老
年

症
候
群
は
〝
誤
嚥
〟
か
ら
「
肺
炎
」、〝
転
倒
〟

か
ら
「
骨
折
」、〝
遂
行
機
能
障
害
〟
か
ら

「
認
知
症
」
の
３
つ
が
重
複
し
て
起
こ
り
や

す
く
、
こ
れ
ら
は
再
発
し
や
す
く
、
要
介

護
に
な
り
や
す
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
高
齢
者
は
、
脱
水
・
低
栄
養
・

便
秘
な
ど
へ
の
「
食
べ
る
支
援
」、
低
活
動

な
ど
へ
の
「
動
く
支
援
」、
生
き
甲
斐
や
家

庭
内
・
社
会
的
役
割
な
ど
へ
の
「
生
き
る

支
援
」
が
極
め
て
重
要
で
、
そ
の
こ
と
が

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
の
成
果
に

大
き
く
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、「
食
べ
る
支
援
・
動
く
支
援
・
生

き
る
支
援
」
を
ト
ー
タ
ル
に
評
価
し
て
「
課

題
（
ニ
ー
ズ
）」
を
抽
出
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
関
わ
る
効
果
的
な
「
支
援
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
）」
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

■
退
院
が〝
ゴ
ー
ル
〟で
は
な
く〝
ス
タ
ー
ト
〟

に
な
る
よ
う
な
介
入
が
不
可
欠
！

　

今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
病
院

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、『
超
高
齢
多
死
時

代
』
を
迎
え
る
中
で
『
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
土
台
作
り
を
す
る
』
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
退
院
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
と
な
る
よ
う
に
、
生

活
や
人
生
の
ス
パ
ン
で
考
え
て
介
入
し
、

地
域
連
携
と
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
展
開

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

タ
ム
ス
グ
ル
ー
プ
と
し
て
『
病
気
や
障
害

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
よ
り
よ
い
生
活
と
よ
り
豊
か
な
人
生

を
送
れ
る
よ
う
に
、
自
助
力
・
互
助
力
・
地

域
力
を
高
め
て
い
く
』
こ
と
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

タムスグループ 6 病院におけるリハビリテーション紹介！

高齢者リハビリテーションの成果に大きく関わるのは、
　　　　　   「食べる支援」「動く支援」「生きる支援」

　タムスグループでは、病院、クリニック、介護施設、保育施設でリハビリテーションを実施し、トータルな身体機能の回復に
努めています。主に高齢の方々の受け入れを行うタムスグループ。今回は病院で実施している『医療リハビリテーション』をご
紹介します。このページでは、リハビリテーション指導医であるタムス浦安病院 院長代行 竹内医師に高齢者リハビリテーショ
ンのポイントやこれからの病院にどのようなことが求められるかについてのお話を伺い、次のページではタムスグループ 6 病院
のリハビリテーションの特徴をご紹介します。

特 集 病気、怪我、事故後の社会復帰を支援！

タムス浦安病院 院長代行 竹内 正人

　患者様の日常生活能力を、運動機能や
認知機能に関する 18 項目から 1 ～ 7 点
の数値で採点する『FIM（フィム）』の値
が、入院時から退院時でどれだけ増えた
かを『利得』と言い、タムスグループで
は『回復期リハビリテーション病棟入院
料Ⅰ』を算定する全病院で、FIM の利得
が全国平均を上回っています。

FIM - フィム -
(Functional Independence Measure)

（機能的自立度評価法）
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　浦安市で唯一回復期リハビリテーション病棟を有する当院は、
入院中はもちろん退院後のフォローアップも充実しており、外
来では、骨折・脳卒中などの一般的なリハビリテーションから
専門性（高次脳機能障害・認知症・運転再開支援・ロボットスー
ツ HAL®）の高いリハビリテーションをご提供しています。また、
大学病院や行政との連携で臨床・研究・教育に力を入れています。

　回復期リハビリテーション病棟における在院日数
の 全 国 平 均 は 2022 年 度 で 66.2 日。 当 院 で は 入 院
期間を短くすることで、入院費も抑えることができ
ます。急性期から慢性期までの病期を診るほか、退
院後も外来や訪問、グループ内介護施設での通所リ
ハビリテーションをご案内いたします。地域の皆様
に信頼していただける病院をめざしてまいります。

　リハビリテーション室は、まるで自然の中にいるような
気持ちにさせてくれます。入院中にご自宅の環境に近い設
備で動作訓練ができる『在宅シミュレーション棟』では、
台所、浴室、玄関、階段、廊下の設定を患者様ごとに変え
ることができます。尚、当院で入院していなくても外来で
リハビリテーションをお受けいただくことが可能です。

回：134 床／地ケ：44 床／緩：21 床
千葉県浦安市高洲 7-2-32	

TEL 047-312-6765

回 59 床／地ケ：47 床／急：93 床
千葉県千葉市花見川区柏井町 800-1

TEL 043-258-1211

回：100 床
千葉県市川市柏井町 4-229-4	

TEL 047-320-7111 科長　
岡部翔一［作業療法士］

科長　
石井 篤［理学療法士］

科長　
筒井伸哉［理学療法士］

上半身の麻痺や脳梗塞の後
遺症があっても、リハビリ
テーションが必要かお悩み
の 方 が い ら っ し ゃ い ま す。
まずはご相談ください !

2027 年 春 に は 新 棟 増 築・
増床を予定しています。必
要な時に必要な医療を受け
ら れ る タ ム ス グ ル ー プ を、
今後もご活用ください !

人間は動物です。動くのを止
めると心身に不具合が起こ
ります。リハビリテーション
が体を動かすきっかけを与
えてくれると信じています。

     　
　タムス浦安病院

     　
　        最成病院

     　タムス市川リハビリテーション病院

千葉大学医学部附属病院
浦安リハビリテーション教育センターを併設

天井が高く窓に囲まれた
開放感溢れる空間

集中的なリハビリテーションにより
平均在院日数は、直近 1 年で 44.7 日

  
  す

ごい設備だ！
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tumsful タムスグループ病院紹介
タムスグループの 6 病院について、毎号３病院ずつ
ご紹介させていただきます。

心
身
の
健
康
を
維
持
し
在
宅
生
活

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

ケ
ア
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
11
日
に
開
催
し
た
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
浦
安
市
と
し
て

は
初
の
公
的
医
療
保
険
適
用
の
重

度
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
開
設
と
い
う

　

タ
ム
ス
浦
安
病
院
で
は
24
年
10

月
15
日
に
「
重
度
認
知
症
デ
イ
ケ

ア
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
認

知
症
の
人
が
日
中
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態
に

応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

浦安市初！重度認知症デイケア開設

タムス浦安病院ホームページへ

https://tums-urayasuhp.jp/

題
と
し
て
捉
え
、
多
様
な
主
体
が

連
携
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
引
き
続
き
、「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ア
な
ど
医
療
の

質
の
向
上
」
を
通
じ
て
、
浦
安
市

の
医
療
・
福
祉
、
地
域
の
健
康
に
、

よ
り
よ
く
、
よ
り
豊
か
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
度
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
は
、
祝

日
を
除
く
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
、

定
員
25
名
（
12
月
1
日
よ
り
定
員

50
名
）
で
ス
タ
ー
ト
し
、
車
椅
子

の
方
の
送
迎
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

個
別
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
と
も
あ
り
、
浦
安
市
福
祉
部
長

と
福
祉
部
介
護
保
険
課
長
の
ほ
か
、

近
隣
や
グ
ル
ー
プ
内
介
護
施
設
の

施
設
長
な
ど
関
係
各
位
に
ご
臨
席

を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

病
院
を
代
表
し
院
長
代
行
竹
内

正
人
が
「
認
知
症
の
患
者
様
や
ご

家
族
が
、
医
療
の
力
で
よ
り
よ
い

人
生
と
よ
り
豊
か
な
人
生
の
獲
得

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
関
係
各
所

と
連
携
し
て
医
療
、
福
祉
、
そ
し

て
地
域
が
結
び
つ
い
た
『
浦
安
モ

デ
ル
』
を
構
築
し
、
市
民
の
継
続

的
な
生
活
の
質
の
向
上
に
取
り
組

み
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

浦
安
市
は
、『
浦
安
市
認
知
症
と

生
き
る
基
本
条
例
』
を
22
年
7
月

に
施
行
し
、
認
知
症
を
地
域
の
課

タ
ム
ス
浦
安
病
院

tum
s U

rayasu H
ospital

01
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
１
３
４
床
・

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
44
床
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
21
床

〒 279-0023
千葉県浦安市高洲 7-2-32

【お問い合わせ・診察予約】

TEL 047-312-6765

（上）職員紹介の様子。重度
認 知 症 デ イ ケ ア の 責 任 者 で
社 会 福 祉 士 の 島 尻 が、 利 用
者 様 を 担 当 す る 看 護 師、 作
業 療 法 士、 理 学 療 法 士、 精
神 保 健 福 祉 士、 ケ ア ワ ー
カー、クラーク、ドライバー
を職種ごとに紹介しました。

（右）院長代行 竹内正人によ
る挨拶の様子。




